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福岡空港関連 自動車専用道路の計画検討区間 

このアンケートは、福岡空港関連 自動車専用道路の計画づくりの参考にさせていただく
ため、福岡市より、みなさまにご意見をお伺いするものです。 

 アアアンンンケケケーーートトトにににごごご協協協力力力くくくだだださささいいいままますすすよよよううう、、、おおお願願願いいいしししままますすす。。。   

福福岡岡空空港港関関連連  自自動動車車専専用用道道路路のの

計計画画検検討討にに関関すするるアア ンン ケケ ーー トト   
国国内内線線旅旅客客タターーミミナナルル  

空空港港通通  

ラランンププ  

○福岡空港では、滑走路増設事業が進められており、事業期間は約１０年が見込まれています
○福岡市南部地域や太宰府インターチェンジ方面からの都市高速道路と国内線旅客ターミナルのアクセス

改善や、 国道３号の混雑緩和を図るため、自動車専用道路の検討を行います

（１）計画検討の内容

【路線位置図】【広域図】

（２）位置

参考資料３
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配慮書手続

【審議事項】
◆検討の進め方
◆地域や道路の現状
と課題
◆道路計画の必要性
◆意見聴取方法

【意見聴取内容】
◆地域や道路の現状
と課題
◆道路計画の必要性

【意見聴取内容】
◆複数案
◆評価項目
◆複数案の比較評価

【審議事項】
◆意見聴取結果の確認
◆対応方針（案）
◆概略計画案の選定

概
略
計
画
（１
案
）の
決
定

第１回
第三者委員会

（H27.7.2)
意見聴取 意見聴取

【審議事項】
◆意見聴取結果の確認
◆政策目標の設定
◆複数案の設定
◆評価項目の設定
◆複数案の比較評価
◆意見聴取方法

第２回
第三者委員会

第３回
第三者委員会

７月～８月 ９月以降

都
市
計
画

環
境
影
響

評
価

都
市
計
画
決
定
手
続

環
境
影
響

評
価
手
続

H28以降

住民等
の意見

配慮書の
公告・縦覧・公表

市長の
意見

大臣
意見

概略計画の検討の進め方 

 

今回のアンケート調査 

都
市
計
画
（
案
）

計画段階 事業段階

事
業
化
手
続
き

都
市
計
画
（
案
）
の

検
討

都
市
計
画

環
境
影
響
評
価

（参考）平成28年度以降の進め方

方
法
書
手
続

方
法
書
の
公
告
・

縦
覧
・
説
明
会

準
備
書
の
公
告
・

縦
覧
・
説
明
会

都
市
計
画(

案)

の

公
告･

縦
覧･
説
明
会

準
備
書
手
続

評
価
書
手
続

現
地
調
査
・
予
測
・

評
価
等

評
価
書
の
公
告
・

縦
覧

市
長
の
意
見
・

住
民
等
の
意
見
聴
取

市
長
の
意
見
・

住
民
等
の
意
見
聴
取

評
価
書
（
案
）

大
臣
等
の
意
見

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
決
定
告
示

・
図
書
の
縦
覧

工
事
着
手

都
市
計
画
決
定

○ みなさまや第三者委員会等のご意見を伺いながら、いくつかの案を検討し、計画の熟度を高め
つつ、社会面、経済面、環境面等の様々な観点から総合的に評価して、概略計画を決定します

「道路計画の必要性（案）」 

地域や道路の課題を改善するための方策の方向性は、以下のとおりです。 

○空港アクセス手段の約５割はバス、 

自家用車等です 

都市高速道路から国内線旅客ターミナ

ルまで２～５km程度一般道を走行する

必要があります 

また、太宰府方面から空港通ランプは

利用できません 

○空港周辺の幹線道路は混雑し、自動車

の旅行速度は低く、また事故危険性の

高い箇所が多い状況です 

地域や道路の現状を踏まえて、課題を抽出し、解決策の方向性を検討しました。 

なお、地域や道路の現状などの詳細については、参考資料（５～９ページ）をご覧ください。 

◎都市高速道路と国内

線旅客ターミナルを

結ぶなどのアクセス

改善により、広域的

な交流の促進や公共

交通の利便性向上を

図ります 

 

◎空港周辺道路の混雑

緩和や交通の分散化

により、人流・物流

の円滑化、事故危険

性の低減、沿道環境

の改善を図ります 

○都市の骨格を形成する総合交通体系の構築 

○環境にやさしい交通 

○国内外からの広域的な人流・物流を支える交通 

地
域
や
道
路
の
現
状 

抽
出
さ
れ
た
課
題 

課
題
解
決
策
の
方
向
性 

交
通
体
系
の 

望
ま
し
い
姿 
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アンケートにお答えください 

■回答の提出方法 
・回答は、付属の「アンケート回答用 返信はがき」に記入し、郵便ポストに投函してください。 
・福岡市のＨＰでの回答は、回答用紙をダウンロードして、回答を下記アドレスまで送信して 

ください。 
E-mail：senyoudou.HUPB@city.fukuoka.lg.jp 

■〆切 
平成２７年８月８日までに投函（又は送信）いただきますよう、お願いいたします。 
（当日消印有効） 

※いただいたご意見等は，統計的な処理にのみ使用いたします。また、他の目的での使用や、 
第三者に提供することはありません。 

問１_福岡空港の利用、空港の近くに用事がある、自動車などで空港の近くを通過するな

どの場合の状況についてお聞きします。(選択肢より選択) 

当てはまらない方は、問２（次のページ）にお進みください。 

(1) 主な目的はなんですか。 
（当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。）  

①  飛行機を利用するため            ②「①飛行機を利用するため」以外  

(3) その目的の頻度はどのくらいですか。 
（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。）  

①ほぼ毎日  ② 2～ 3日 /週  ③ 2～ 3日 /月  ④ 2～ 3日 /年  ⑤数年に１回又は今回が初めて  

(4) その目的の主な交通手段は何ですか。 
（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。）  

①自家用車（送迎含む） ②バス  ③タクシー  ④商用車（貨物車含む）⑤地下鉄  ⑥自転車  

⑦徒歩  ⑧その他  

(記入例 )  

(2) 飛行機を利用する目的はなんですか。 
（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の
数字を○で囲んでください。）  

①業務  ②通勤・通学  ③私用  ④その他  

①と答えた方にお聞きします。 ②と答えた方にお聞きします。 

(2) それ以外の目的はなんですか。 
（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の
数字を○で囲んでください。）  

①業務  ②通勤・通学  ③私用  ④その他  

みなさんにお聞きします。 

(４)で「①～④」と答えた人にお聞きします。 

(6) 以下の中でよく使う出口はどこですか。 
（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。） 

①空港通  ②榎田  ③半道橋  ④月隈  ⑤金の隈  ⑥西月隈  

⑦その他  ⑧分からない  

(5) 都市高速道路を利用しますか。 
（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。） 

①ほぼ毎回利用する  ②時々利用する  ③利用しない  

(４)で「⑤～⑧」と答えた人 

問２にお進み 

ください。 

(５)で「①～②」と答えた人にお聞きします。 (５)で「③」と答えた人 

問２にお進み 

ください。 
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(7) 自家用車やバス等を利用した国内線旅客ターミナルへのアクセスに
ついてどのように思いますか。  

（それぞれの項目について、考えに最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で
囲んでください。）  

項    目  
①  

不 便  

で あ る  

②  

や や 不 便  

で あ る  

③  

ふ つ う  

④  

不 便 と は  

感 じ な い  

⑤  

分 か ら  

な い  

1) 都市高速道路のランプから国内線ターミナ

ルまで離れており一般道を走行すること 
①  ②  ③  ④  ⑤  

2) 太宰府方面から空港通ランプを利用できな

いこと 
①  ②  ③  ④  ⑤  

3) 一般道が混雑していること 

 
①  ②  ③  ④  ⑤  

4) その他不便と思うこと（自由回答）  

 
 

 

(9) 空港周辺の道路を計画する場合，国内線旅客ターミナルのアクセス改善や混雑
緩和以外で、最も重視すべきものは何だと思いますか。 

（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。）  

①  

生活環境  

(騒音など )

などへの  

影響  

② 

景観などへ

の影響  

③ 

整備費用を

少なくする

こと  

④ 

交通事故の

減少 

⑤ 

走行時間の

短縮 

⑥ 

災害に強い 

⑦ 

その他 

(自由回答) 

 

(10) その他、課題や重視すべきことなど。（自由回答） 

問２_福岡空港関連 自動車専用道路の計画についてお聞きします。 

(8) 空港周辺の道路について，どのように思いますか。 
（最も当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。）  

空 港 周 辺 の 道 路 の 状 況 に つ い て ど の

ように思いますか  

① 

混雑して

いる 

② 

やや混雑

している 

③ 

ふつう 

④ 

混雑して

いない 

⑤ 

分から 

ない 

 

すべての方にお聞きします。（選択肢より選択） 

（当てはまる番号を１つ選び、回答欄の数字を○で囲んでください。）  

(1)住所 福岡市（ ①東区 ②博多区 ③中央区 ④南区 ⑤城南区 ⑥早良区 ⑦西区 ） 

⑧福岡市以外（       市・町）  ⑨福岡県外（       都・道・府・県） 

(2)性別 ①男性  ②女性 

(3)年齢 ①10歳代 ②20歳代 ③30 歳代 ④40歳代 ⑤50歳代 ⑥60歳代 ⑦70歳代以上 

(4)職業 ①会社員・公務員・団体職員 ②自営業 ③学生 ④家事手伝 ⑤専業主婦・専業主夫 

  ⑥ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾊﾟｰﾄ ⑦その他（      ） 

(5)自動車運転免許証の有無 ①有  ②無 

(6)自動車運転 ①する  ②しない 

ご協力ありがとうございました 
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○福岡都市高速道路は、福岡都市圏における環状・放射状道路網の枢要を担う自動車専用道路で
あり、九州縦貫自動車道や西九州自動車道と接続しています

○福岡空港の旅客数は、年間約1,900万人で全国第３位と羽田、成田に次ぐ利用者数です

▲都市高速道路路線図
資料：福岡北九州高速道路の概要（福岡北九州高速道路公社）

供用延長：56.8㎞
平均日利用台数：約17.8万台（H26)

資料：福岡北九州高速道路公社

※トラフィックカウンターによる観測値（誤差を含む）

号線 ランプ 台/日

入口 出口

香椎線 平均 3,533 3,314 

太宰府線
金の隈 1,230 1,410 
平均 8,888 8,538 

空港線
空港通 2,690 2,400 
平均 2,690 2,400 

粕屋線 平均 4,058 4,020 

環状線

榎田 2,500 2,190 
半道橋 6,530 7,110 
月隈 2,050 1,840 
西月隈 2,000 2,080 
平均 3,921 3,862 

▲国内主要空港の旅客数（H25年度）

6,141 

518 
1,610 1,760 607 1,521 1,410 

540 

804 

2,795 319 134 1,190 100 
431 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

羽田

（東京国際）

成田国際 福岡 新千歳 関西国際 那覇 伊丹

（大阪国際）

中部国際

国内線 国際線6,945

（万人）

3,313
1,929 1,894 1,797 1,621 1,410 972

資料：「福岡空港滑走路増設事業における新規事業採択時
評価について」（H26.12 国土交通省）を基に作成

▲平成26年度ランプ毎平均交通量

地域や道路の現状と課題 

都市高速道路の概要、空港の利用状況 
 

（１）地域概況（人口、観光・交流）

○福岡市・福岡都市圏の人口は増加傾向です
○福岡市の観光入込客数や消費額は、近年増加傾向にあり、観光入込客が用いる交通手段は

自動車（乗用車、バス）が３分の１強です
○海外から参加者が集う国際会議の開催件数は、福岡市が全国２位です

現状

147 
159 160 161 160

0

100

200

H26 H37 H42 H47 H52

（万人）

▲福岡市の将来人口

資料：住民基本台帳、
福岡市基本構想・第9次福岡市
基本計画（H24.12福岡市）▲福岡都市圏の将来人口

245 
259 260 259 

0

100

200

300

H26 H37 H42 H47

（万人）

福岡市の将来人口は、
現況から約9％増加
（約13.2万人）

福岡都市圏の将来人口
は、現況から約6％増加
（約14.8万人）

乗用車

28.6%

路線バス

6.2%
JR

29.6%

航空機

11.9%

船舶

0.5%

その他

23.4%

▲福岡市の観光入込客数
資料：H24年福岡県観光入込客推計調査

▲観光入込客の交通手段

観光入込客
の交通手段
は自動車が
３分の１強

資料：H25年福岡市観光統計

1,635 1,642 
1,670 

1,686 
1,660 

1,614 
1,642 

1,678 

1,740 

1,782 

2,964 2,953 
3,006 

3,041 3,022 3,030 
3,086 

3,164 

3,277 

3,357 

2,500

2,700

2,900

3,100

3,300

3,500

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

消
費
額

観
光
入
込
客
数

観光入込客数

消費額

（万人） （億円）

▲都市別国際会議開催状況(H25年)
資料：日本の国際会議開催件数（日本政府観光局）

531

253

226

176

172

0 200 400 600

東京都

（23区）

福岡市

横浜市

京都市

大阪市

（件/年）

国際会議の
開催件数は
全国２位

【参考資料（５～９ページ）】 
参考資料の詳細版は、福岡市のＨＰに掲載しています。 

アンケートの配布場所にも配置しています。 
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（２）渋滞状況

▲福岡空港周辺の混雑状況(H22道路交通センサス地域の主要渋滞箇所）

資料：H22道路交通センサス､
「地域の主要渋滞箇所」(福岡国道事務所
H25.1.25)

※1 混雑度：交通量/交通容量。混雑度が1.25
を超えるとピーク時間帯の前後へも混雑
が拡がる可能性が高まる

約5.0万台/日、混雑度1.74

約7.0万台/日、混雑度1.41

○ ｢空港口｣｢榎田｣｢立花寺北｣交差点は主要渋滞箇所に選定されています
○周辺道路は混雑度※1が1.25を超えており交通量も多いです
○「空港口」交差点の前後区間は、時間帯（8時台､18時台）によって走行性が低下しています

●km/h ：高速バスの旅行速度調査結果※2

現状

＜空港口交差点(朝ﾋﾟｰｸ)＞

＜立花寺北交差点(朝ﾋﾟｰｸ) ＞

※2 福岡空港発着の高速バスを対象にした旅行
速度調査結果（H25.11.26福岡市）

（３）事故危険性

○国道３号は、事故危険区間リストに選定された箇所が多いです
○自動車専用道路は、一般道に比べ死傷事故率が低い傾向にあります

▲空港周辺の事故危険性の高い箇所（直轄国道のみ、単路は除く）
資料：H24年度福岡県事故危険区間リスト（九州地方整備局）

南部方面からの空
港アクセス時、
事故危険性が高い
箇所を通過する

93

11

81 87

150

0

50

100

150

200

全
道
路

自
動
車
専
用
道
路

一
般
国
道

都
道
府
県
道
等

市
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▲道路種類別の死傷事故率の比較（H23年）
資料：国土交通省（我が国の交通事故死者数・死傷者数・

死傷事故件数の状況）

事故危険区間リスト

・国土交通省『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）
』において、福岡県内約480㎞の直轄国道を対象とし、交通安
全対策を効率的に実施するために、事故データや地域の声
等を踏まえて、優先的に検討する区間をリスト化したもの

現状
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自家用車

等 17%

ﾀｸｼｰ 9%

空港ﾊﾞｽ 4%

高速ﾊﾞｽ 4%

貸切ﾊﾞｽ 6%

ﾚﾝﾀｶｰ 4%

路線ﾊﾞｽ

1%

私鉄・地下鉄

54%

その他 1%

乗降客数

15,834人/日

（サンプル数）

乗降客数

15,834人/日

（サンプル数）

福岡市

46.5%

福岡都市圏

（福岡市除く）

9.8%

九州

（福岡都市圏

除く）

43.7%

乗降客数

17,810人/日

（サンプル数）

○空港へのアクセス交通手段は、半数が自動車（自家用車・バスなど）です
○九州の空港の利用者は約６割が福岡都市圏、約４割が南部方面です

（５）福岡空港の利用状況（利用者）

▲福岡空港乗降客の方面別需要（平日）

資料：「平成23年度航空旅客動態調査」（H26.3 国土交通省航空局） 調査日：平成23年11月16日（水）

▲福岡空港の利用者（平日）

▲福岡空港の利用交通手段の構成比

空港利用者の約半数が
自動車利用

空港利用者の約６割が
福岡都市圏

※九州以外は除く

現状

目標像
○アジアの交流拠点都市にふさわしい広域的な人流・物流を支える交通をめざす
＜福岡市都市交通基本計画＞

○国内線旅客ターミナルへのアクセスについては、空港通ランプから２km程度、また南部方面からは
金の隈ランプや半道橋ランプから３～５km程度一般道を走行することに加え、「空港口」「榎田」
「立花寺北」の主要渋滞箇所を通過しなければなりません

（４）都市高速道路と国内線旅客ターミナルのアクセスの状況

▲国内線アクセスの現状 資料：「地域の主要渋滞箇所」（福岡国道事務所 H25.1.25）

半道橋ランプから３km程度一般道を走行
することに加え、「空港口」「榎田」の主要渋滞
箇所を通過する

南部方面からは金の隈ランプから５km程度
一般道を走行することに加え、「立花寺北」
の主要渋滞箇所を通過する

主要渋滞箇所

凡 例

空港通ランプから２km程度一般道を走行する
ことに加え、「空港口」の主要渋滞箇所を通過
する

太宰府方面は
空港通ランプを
利用できない。

現状

目標像
○公共交通を主軸とし、多様な交通手段が相互に連携した総合交通体系の構築をめざす
＜福岡市都市交通基本計画＞
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（６）福岡空港の利用状況（空港を発着する高速バス）

○空港を発着する高速バスの８割以上が南部方面の路線です現状

目標像
○公共交通を主軸とし、多様な交通手段が相互に連携した総合交通体系の構築をめざす
＜福岡市都市交通基本計画＞

資料：福岡空港～小倉・福岡空港～久留米の高速バスを対象にした旅行速度調査結果（H25.11福岡市）

▲空港を発着する
高速バスの利用ランプ

高速バスの約８割が
南部方面の路線

▲空港を発着する高速バスの利用経路

（７）物流

○「空港口」、「榎田」交差点周辺には、航空貨物の取扱事業者が集積しています
○福岡空港の航空貨物は、県内をはじめ九州各方面から利用されています

▲福岡空港発着貨物の方面別需要
資料：H25年度航空貨物動態調査報告書

▲空港周辺の航空貨物の取扱事業者

空港口

榎田

※H25航空貨物動態調査報告書の調査対象事業者について、福岡空港周辺で同名事業者を検索

現状

目標像
○アジアの交流拠点都市にふさわしい広域的な人流・物流を支える交通をめざす
＜福岡市都市交通基本計画＞
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1,740 1,682 1,633 1,639 1,589 1,555 1,478 
1,392 1,353 1,325 

1,474 
1,610 1,527 1,535 

1,679 
1,485 1,496 

1,698 

1,467 1,479 

1,747 

228 
166 225 217 

224 227 
204 

210 243 255 

304 

319 482 484 

516 

550 553 

606 

627 631 

709 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2002

(H14)

2003

(H15)

2004

(H16)

2005

(H17)

2006

(H18)

2007

(H19)

2008

(H20)

2009

(H21)

2010

(H22)

2011

(H23)

2012

(H24)

2013

(H25)

下位 中位

2025

(H37)

上位 下位 中位

2030

(H42)

上位 下位 中位

2035

(H47)

上位

1,968

（万人）

（1.05） （1.06） （1.09）

※（）内は中位ケースの伸び

1,848 1,857 1,856 1,812 1,783
1,682

1,603 1,595 1,580

1,778

1,929
2,009 2,019

2,195

2,036 2,050

2,304

2,094 2,110

2,456

○福岡空港の将来需要は増加が見込まれています（平成47年の年間旅客数は、2,094～2,456万人）
○旅客数の増加に伴い、空港を利用する自動車も増加が想定されます

（９） 福岡空港の将来（需要予測）

▲福岡空港の年間（国内+国際）旅客数の伸び
資料：「福岡空港滑走路増設事業における新規事業採択時評価について」（H26.12 国土交通省）を基に作成

国内線

現在（H25）まで
将来（H37,H42,H47）

国際線

現在（H25）まで
将来（H37,H42,H47）

将来旅客数について
将来旅客数の上位、中位、下位は
・経済成長率（国内）
・航空路線（国内・国際）
の設定条件の違いにより推計

将来現在まで ※（）内は中位ケースの伸び（H25年対比）

（８）環境（大気環境、騒音）

資料：H25年度の環境監視の結果、H25年度福岡市自動車騒音・道路交通振動測定結果（H25年度）

▲空港周辺の大気環境状況、騒音

環境基準値の設定

吉塚測定局

比恵測定局

国道3号
半道橋

（市）席田浦田線
東平尾公園

国道385号
博多駅南

（県）桧原比恵号
博多駅南

国道３号半道橋付近
・交通量：約7.0万台/日
（うち大型車は約9千台/日、市内7位）

・混雑度※：1.41
・ピーク時旅行速度：約27㎞/h

547
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係数A

(小型車)

係数B

(大型車)

▲旅行速度とCO2の排出原単位
資料：主要アウトカム指標算出マニュアル（九州地方整備局）

自動車のCO2排出量は低速ほど増加する
（低速車両が多いほど増加）

○大気環境は、２地点（吉塚、比恵）でいずれも環境基準値以下となっています
○国道３号は、交通量が多く混雑しており低速での走行となっています（自動車のCO2排出量は
低速ほど増加する）

○騒音は、国道３号の半道橋で夜間の環境基準値を超えています

都市高速道路半道橋付近
・ピーク時旅行速度：約68㎞/h

半道橋付近で夜間の騒音が
環境基準値を超えている

現状

目標像 ○環境負荷の少ない持続可能な都市を支える交通をめざす＜福岡市都市交通基本計画＞

■大気環境
・二酸化窒素：年間日平均値の98%値が0.06ppm以下
・浮遊粒子状物質：年間日平均値の2%除外値が0.10mg/m3
以下かつ日平均値0.10mg/m3を2日以上連続して超えないこと

■騒音
・昼間70デシベル以下、夜間65デシベル以下
（幹線交通を担う道路に近接する空間についての特例値)

図中の赤数字は環境基準値を超えた値



10 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

このアンケートへのお問い合わせ先 

〒８１０－８６２０ 

福岡市中央区天神 1 丁目 8 番 1 号 

福岡市住宅都市局都市計画部自動車専用道路担当 

ＴＥＬ ０９２－７１１－４３９９ 

ＦＡＸ ０９２－７３３－５５９０ 

E-MAIL senyoudou.HUPB@city.fukuoka.lg.jp 
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